




課題名 花きの生産安定と経営発展 

花きの生産安定と経営発展に向けた技術改善支援 
 

１ 対象            

（１） 出水地域キク生産者 
（２） JA 鹿児島いずみ東事業所花き部会 

２ 課題を取り上げた理由      

（１） 近年，花き情勢が厳しい中，病害虫の多 
発や夏場の高温により生産性が低下し，経

営に影響している。 
（２） 花き農家の経営安定，産地維持のために 

は，栽培の課題解決により生産性向上を図

る必要がある。 

３ 活動の内容及び成果        

（１） 支援体制の整備 
園芸振興協議会出水支部花き部会で，農

家支援方策や技術内容，モデル農家の選定

等について検討し，連携して支援を行った。 
      
（２） キクのクロゲハナアザミウマ防除対策 

ア 農薬の散布体系の見直し 
  試験研究情報を基に定植時の粒剤利用

と害虫の発生とキクの生育に合わせた防

除体系を提案した結果，散布回数・殺虫剤

数が減少し，防除労力を軽減できた。 
 
 表１ 実正ほの農薬の散布状況  

 改 善 前

(R4)  
改 善 後

(R5) 
農薬散布回数 １３回 １０回 
うち殺虫剤数 １７剤 １１剤 
うちﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ９剤    ０剤 

 

 
 
イ 耕種的防除の推進 

母株や育苗時の防除の徹底によるほ場 
への害虫の持ち込み防止や除草や収穫残 
渣，整枝残渣等の蒸し込みによる発生源の 
除去などの耕種的防除を指導した。 

 
 ウ 防除対策の取り組み結果 
   農薬の散布体系の見直しや耕種的防除

の推進による発生源の除去により，改善モ

デル農家では周年を通してクロゲハナア

ザミウマの被害を抑えられるようになっ

た。 
 

改善前（Ｒ４）      改善後（Ｒ５） 

   
 

  
 
 
 
 

１  キクのクロゲハナアザミウマ対策において，効果的な防除体系の確立に取り組み，被害の低減

と散布労力の軽減を図った。 

２  ユリの高温期対策において，優良品種選定や遮熱資材の利用およびヒートポンプを活用した

夜冷の実証に取り組んだ結果，前年に比較して，出荷率・上級品率・単価が向上した。 

３  生産者組織の研修会を活用して，効果的な病害虫防除対策や花き類の高温対策技術に関す

る技術の普及を図った。  

成果の要約 

左：被害がひどく

ほ場に残された花 
右：収穫に影響す 
る被害無し 

図１ 実証ほ被害発生の状況 

（３）ユリの高温対策 
 ア 優良品種の選定 
   延べ 20 品種 17 作型の現地栽培を調査

し，草丈が伸び高温障害が少なく，市場性

の高い品種の選定に取り組んだ。 
 
 イ 遮熱資材の実証 
   遮熱資材の実証ほを設けた結果，慣行の

遮光資材に比較して，明るさを確保しつつ

地温や植物体の温度をより低下させる効

果を確認できた。 
梅雨期を経過するＬＡユリ栽培又はオ

リエンタルユリの生育後期での利用に有

効と考えられた。 

   図２ サーモカメラによる温度調査 
 
 ウ ヒートポンプを活用した夜冷の実証 

  夜冷による草丈の伸びや花数の増加な

どの品質向上効果が確認できた。 
   また，電力使用量から経費を試算し，経 

済性の検討を行った。 
   夜冷方法や管理の改善点が残ったが，実 

用性が期待できたことから，今後は，作型 
を広げ，検討を行うこととした。 

 
エ 高温対策の取り組み結果 

  対策前年度に比較して，８～９月の出荷率，

品質（Ｌ以上品率），単価が向上した。 
   表２ ８～９月ＬＡユリ出荷実績 

 対策前(R5) 対策後(R6) 
出荷率 77％ 90％ 
Ｌ以上品率  35％  65％ 
平均単価  68 円  86 円 

 
 
 
 
 

（４） 技術の普及 
花き生産者組織の研修会で病害虫対策 

や高温対策の実証経過や技術情報を提供 
し，技術の普及を図った。 

 
高温対策技術に関する研修会（Ｒ６） 

 

４ 今後の課題          

（１） 病害虫対策 
 「農薬に偏らない効果的防除技術」の普及と 
  実践支援 
（２） 高温対策 
  手法の改善，実証の継続，実践支援 
（３） その他技術改善の取り組み 
  土壌環境の改善等 
 

５ 発表者 
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